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1. 資料編の役割と構成

本資料編は、都市計画マスタープラン（以下「都市マス」と称す）の策定のための分析として、

加工した基礎資料を極力「オンザマップ」となるように整理したものであり、データストック集と

してまとめたものである。さらに、本編における方針決定の根拠や今後各課等において各種施策を

検討する上での判断材料としての活用を目指して作成したものである。

したがって、本資料編の構成は「1 章 都市計画の基礎情報」「２章 主要な都市計画に関する解

析」および「３章 まちづくりの基本方針」として整理したものである。

【１章】
都市計画

の
基礎情報

【２章】

主要な

都市計画

に関する解析

【３章】

本編 第３章

まちづくりの

基本方針
まちづくりの方針に対する

根拠資料を整理

現況把握と将来展望に基づ

き都市計画の実態を解析

まちづくりに必要な基礎情

報を整理しています
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2. 地域区分等の解説

都市マスでは地域の特性を判断するため、分析単位を「7 地域区分」「地域細分（小学校区相当）」、「都市

計画区域」および最小単位として「町丁界 Ｈ17ＣＭＳ」とした。

ＣＭＳ（Census Mapping System）とは、地図情報と統計情報を統合処理するために総務省統計局が開発した

地理情報システムで、国勢調査などの人口データが地図データと共に町丁単位で整理されている。

そのため、本計画では、地域情報等を効率的に集計し分析が可能である H17ＣＭＳをデータ集計・分析の

最小単位とした。

本計画での集計・分析単位の区域を以下に示す。

北郷

酒谷

鵜戸

潟上

東郷

細田

飫肥

榎原

吾田

大窪

吉野方

南郷

油津

吾田東

南郷

桜ヶ丘

大堂津
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